
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 園田学園女子大学 

設置者名 学校法人園田学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間健康学部 

総合健康学科 
夜 ・

通信 

16 

4 

4 24 13  

人間看護学科 
夜 ・

通信 
5 25 13  

食物栄養学科 
夜 ・

通信 
6 26 13  

人間教育学部 児童教育学科 
夜 ・

通信 
1 9 26 13  

経営学部 ビジネス学科 
夜 ・

通信 
  16 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページ 
https://www.sonoda-u.ac.jp/t_students/d05om50000000hzb-att/2022daigakujitsumuka.pdf 
 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 園田学園女子大学 

設置者名 学校法人園田学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学ホームページ 
https://www.sonoda-u.ac.jp/university/d05om50000000dy5-att/a1655269905823.pdf 
 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
元㈱夢舞台代表取締役 
社長 

2021.5.31～ 
2023.5.30 

組織運営体制への

チェック機能及び

経営計画の策定 

非常勤 兵庫県立大学名誉教授 
2021.5.31～ 
2023.5.30 

組織運営体制への

チェック機能及び

経営計画の策定 

非常勤 
株式会社フジ・データ・

システム代表取締役 
2021.5.31～ 
2023.5.30 

組織運営体制への

チェック機能及び

経営計画の策定 

非常勤 
尼崎商工会議所常務理

事 
2021.11.30～ 
2023.5.30 

組織運営体制への

チェック機能及び

経営計画の策定 

 

（備考） 

 

 添付書類「学校法人園田学園 理事名簿」 
 
 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 園田学園女子大学 
設置者名 学校法人園田学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業計画書（シラバス）の作成過程 

シラバスの作成項目は、①講義のテーマ、②授業の到達目標、③授業の概要、④授

業計画（各回の授業計画、準備学習時間を含む。）、⑤テキスト・参考書、⑥成績

評価（評価の方法、評価の内容）、⑦目標に準拠した評価（ルーブリック）、⑧伝

達と指示、⑨備考、⑩学生の授業アンケート結果等による授業内容・方法の改善に

ついての10項目である。上記に加えて、授業の方法（講義・演習・実験・実習の

別）も表示している。 

上記の作成項目を教務課から教員に依頼し、教員が登録した後に、シラバスのチェ

ック期間を設け、学部、学科、共通教育委員会、教職課程委員会でチェックを行

い、修正期間に修正を行った上で公表している。 

 

・授業計画書の作成・公表時期 

12 月上旬から登録開始し、１月末に登録締切、その後に２月中旬のチェック期間、２

月下旬の修正期間を経て、３月下旬に本学ホームページ上で公表している。 

授業計画書の公表方法 

本学ホームページ 
http://www3.sonoda-
u.ac.jp/syllabus/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WS
L_SyllabusKensaku.aspx 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

あらかじめ学生に示した授業計画書（シラバス）により、各授業科目の成績評価の方

法、成績評価の基準に従って、学修成果の評価が行われている。この学修成果の評価

に基づき、単位の授与が行われている。成績評価の方法は、授業科目により、学修意

欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法を設定している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

ＧＰＡ制度の概要及び分布状況資料については、ホームページ上で公表している。 

学期末の履修科目の成績に基づき、あらかじめ設定した方法によりＧＰＡを算出し

ている。ＧＰＡの算出式は次のとおりである。 

【ＧＰＡの算出式】 

ＧＰＡは、合格した科目だけでなく、履修登録をしているすべての科目（履修放棄

した科目も含む）の成績に対し、4.0～0.0のポイントを付与し、総履修登録単位数

で割った値である。 

 
※認：認定科目として単位を認定するが、卒業要件単位数に含めないもの及び他大

学などで履修した科目の単位を本学の単位として認めたもの 

 

 
 

※ＧＰＡは、小数点第１位までとし、第２位以下は四捨五入する。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本学ホームページ 
https://www.sonoda-u.ac.jp/t_students/d05om50000000hzb-
att/gpa.pdf 
https://www.sonoda-u.ac.jp/t_students/d05om50000000hzb-
att/d05om50000000qhc.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

園田学園女子大学では、建学の精神・教育理念に基づく教育課程を履修し、所定の単

位を修得して、以下の能力を身につけた学生に卒業を認定するとともに学位を授与す

る。 

１．学習を通して、健康・教育・経営への理解を深め、社会的、精神的、経済的に自

立した女性として、自ら行動することができる。 

２．地域社会での経験のなかで、他者を尊重し支える態度を身につけ、周囲に働きか

けることができる。 

３．多様化する社会の課題を発見し、計画を立て、解決に向けて考えることができる。 

 
学則に定められた卒業の要件を満たした学生に対して、卒業を認定している。卒業の

認定は、学部別の教授会で学生の単位修得状況、修業期間を含めて審議し、適切に認

定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
本学ホームページ 
https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 園田学園女子大学 
設置者名 学校法人園田学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.sonoda-
u.ac.jp/university/d05om50000000dy5-
att/a1655274445500.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
https://www.sonoda-
u.ac.jp/university/d05om50000000dy5-
att/a1655274381177.pdf 

財産目録 
https://www.sonoda-
u.ac.jp/university/d05om50000000dy5-
att/a1655274454190.pdf 

事業報告書 
https://www.sonoda-
u.ac.jp/university/d05om50000000dy5-
att/a1655274347875.pdf 

監事による監査報告（書） 
https://www.sonoda-
u.ac.jp/university/d05om50000000dy5-
att/a1655274465573.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法：大学ホームページ 
 
 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
 

公表方法：本学ホームページ 
https://www.sonoda-u.ac.jp/university/kekka.html  
 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
 

公表方法：本学ホームページ 
https://www.sonoda-u.ac.jp/university/kekka.html 
 



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間健康学部（総合健康学科、人間看護学科、食物栄養学科） 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 
（概要） 

個として存在する人間への科学的アプローチと社会を形成する集団として存在する人間へ

の文化的・社会的アプローチを通じて、人間の幸せの根源である健康の追求 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：本学ホームページ  https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 

（概要） 

総合健康学科 
総合健康学科では、卒業要件を満たし、以下の能力を修得した学生に卒業を認定するとと

もに学位「学士（健康学）」を授与します。 

１． 運動・栄養・休養を柱とする健康の３要素に関する専門知識を身につけている。 

２． 健康に関する専門知識に基づき、自らの健康づくりを実践することができる。 

３． 健康づくりで大切な、運動・栄養・休養について適切な指導ができる。 

４． 地域社会における学びと実践活動を踏まえ、人々の生涯にわたる健康づくりに貢献す

ることができる。 

５． 児童・生徒の「こころの健康」と「身体の健康」に向き合い、直面するさまざまな課

題や状況の解決に取り組むことができる。 

６． 運動やスポーツを通じて、地域の人々の健康の保持･増進に貢献することができる。 

 

人間看護学科 
人間看護学科では、卒業要件を満たし、以下の能力を修得した学生に卒業を認定するとと

もに学位「学士（看護学）」を授与します。 

１． 看護の対象となる人々を「からだ」「こころ」「社会」という側面から理解し、直面

しているさまざまな課題や状況に真摯に向き合う力を身につけている。 

２． 生命の尊厳と人権の尊重を基調とした倫理観を身につけ、看護専門職業人として社会

的使命を認識したうえで、看護基礎教育で必要とされる知識と技術を修得し実践する

力を身につけている。 

３． 保健・医療・福祉の連携とその実際を知り、地域社会や国際社会の人々を取り巻く状

況を理解したうえで、社会資源の活用および組織や集団の一員として連携する力を身

につけている。 

４． 向き合う力、実践する力、連携する力を身につけたうえで、地域社会や国際社会の人々

の健康と自己実現に向けたヒューマンケアの実現に向けて自ら行動することができ

る。 

 

食物栄養学科 
食物栄養学科では、経験値教育により、他者と支えあう人間を育成します。したがって、

卒業要件を満たし、専門的知識だけでなく、以下の能力を修得した学生に卒業を認定する

とともに学位「学士（栄養学）」を授与します。 

１． 食物、栄養、健康に関する理論的・実践的な知識・技能を修得し、専門的な知識を知

恵に変え、人々の食生活に生かせる社会貢献ができる能力。 

２． 人と人とのつながりを大切にし、コミュニケーション力やカウンセリング力などを生

かし、人々の健康づくりに主体的に取り組み、関係するいろいろな職種の方と協働し

て諸課題を解決することができる能力。 



  

３． 経験値教育の実践的な学びを通じて、経験を糧に管理栄養士として働きかけ、自立し

た女性として生涯にわたって学び続けることができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 

（概要） 

総合健康学科 
１．教育課程編成の考え方 

本学科では、運動・栄養・休養を柱とする健康の３要素に関する専門知識を身につけ

るために、専門教育科目を「総合科目」、「身体と健康」、「生活と健康」、「ここ

ろと健康」、「社会と健康」、｢運動と健康」の６つの分野で編成する教育課程を配置

します。 

「身体と健康」、「生活と健康」、および「こころと健康」では健康に関する幅広い

知識を養成し、身体の健康や構造･機能及び養護や看護の基礎などの知識、生活習慣

が健康に与える影響及びこころが健康に与える問題に対処するための知識と技能を

身につけることができるよう科目群を配置します。「社会と健康」、｢運動と健康」で

は地域社会との関係において健康をキーワードに運動やスポーツを通じて健康の保

持増進の方法などを身につけるとともに自ら健康づくりができるよう科目群を配置

します。 

このように身に着けた知識や技能を活かし、実践できるように「経験値教育」を科目

で実施します。その中心になる科目群が「総合科目」で「経験値コアプログラム」と

して設定しています。 

２．学習の内容・方法・過程 

授業科目は、到達目標や授業内容の関連性や順序を踏まえ、１年次から４年次まで計

画的に履修します。初年次では、基礎的な知識や技能の習得、次に専門的な知識や技

能の習得、その後に実習や実技を通じ、最後に、発展・応用的な学習により専門性を

高めるという段階を踏みながら進みます。 

養護コースでは 1年次に養護概説、看護学、解剖生理学などを通じて、養護教諭に必

要な看護や人体の基礎知識を修得します。2 年次以降の専門科目では、救急処置法や

病院での看護学基礎実習のように実践を取り入れた授業により基礎的な知識や技能

を身につけます。3年次の教育実習である養護実習では、現場経験を積むことで専門

性を養い、そして 3･4 年次の健康学演習、および総合健康研究などの科目を通して、

気づく力、考える力、主体性を高めます。一方、健康スポーツコースでは 1 年次に学

校保健、看護学、体つくり運動を通じて、健康について学び、指導に必要な知識を修

得します。2年次以降の専門科目の中には、スポーツトレーニング演習や野外活動実

習、エアロビックエクササイズなどにより各種スポーツにおける指導法を実践を通じ

て身につけていきます。3年次の臨床心理学やスポーツ心理学、スポーツ社会学など

応用分野を修得し、3･4年次の健康学演習、および総合健康研究、さらには教育実習

などの科目を通して、考える力、コミュニケーション力、協働する力を高めていきま

す。 

授業は、講義、演習、実験、実習、実技のいずれかの形態で、教室内外で実施します。

学習内容に応じて、調査学習、体験学習、グループ・ワークなどのアクティブ・ラー

ニングを行うとともに、学習支援システムをはじめ多様なメディアを利用して授業外

学習を支援するなど、主体的学習を促します。 

３．学習成果の評価方法 

学習成果は、各科目の到達目標達成度及び４年間の学習目標である大学・学科の卒業

認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示す能力がどの程度身についたか

を評価します。 

各科目については、「成績評価のガイドライン」に基づき、シラバスに明記した基準・

方法により厳格に評価します。卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

に示す能力については、各科目の評価のほか、経験値アセスメント、ルーブリック、



  

卒業生の就職先へのヒアリングやアンケートなどを実施し、教育課程の適切性を検証

します。さらに卒後研修にあたる夏季研修会におけるアンケートを活用し、教育課程

の改善に生かします。 

授業科目ごとの到達目標到達度については、筆記試験のみならず演習科目については

実技試験を行い評価します。あわせて授業アンケートを実施し、授業の内容・方法の

改善や到達目標の適正化に生かします。 

 

人間看護学科 

１． 教育課程編成の考え方 

看護の対象となる人々のヒューマンケアを実現するための基盤となる知識・技術を修

得するために、大学共通科目、人間健康学部共通科目、人間看護学科専門科目を設定

しています。 

そして、学習のなかで自ら見出した課題について、培った知識・技術に基づく看護実

践力を統合し、課題解決に向けて自ら行動する力を養います。 

２．学習の内容・方法・過程 

人間看護学科の授業科目は、大学共通科目、学部共通科目をふまえ、「からだと向き

合う領域」「こころと向き合う領域」「社会と向き合う領域」及び「看護基礎学領域」

「看護実践学領域」「統合領域」「助産学領域」「地域連携支援看護学領域」「養護

領域」の 9つの領域で構成されます。 

①「からだと向き合う領域」「こころと向き合う領域」「社会と向き合う領域」では、

それぞれの領域で得た知識と技術、そして実体験をリフレクションしながら、看護学

の対象となる人間について探求します。 

【からだと向き合う領域】 

看護の基礎となる生活を営む人間の「からだ」について探求し、人体の構造、機能、

代謝とその異常、また、病気と治療、回復に関する基礎知識を学びます。 

【こころと向き合う領域】  

看護の基礎となる生活を営む人間の「こころ」について探求し、看護学の基盤でもあ

る人間と人間との関係構築のための基礎能力を深めていきます。 

【社会と向き合う領域】 

看護の基礎となる生活する人間を取り巻く「社会」について探求し、保健医療福祉制

度や諸統計についての知識を学びます。 

②「看護基礎学領域」、「看護実践学領域」、「統合領域」、「助産学領域」（助産

師課程）、「地域連携支援看護学領域」（看護師課程および保健師課程）、「養護領

域」（養護教諭）では、看護学の諸領域を学びます。学びの段階が進むにしたがって、

看護学の統合を図り、専門性を発展できるように構成しています。 

【看護基礎学領域】 

看護学の基礎となる理論・看護の歴史、及び他の専門職との協働の中での看護の自立・

自律のあり方、これからの社会を見据えた看護の役割とその提供システムについて学

びます。さらに、1年次より地域を志向し、そこで生活する人びととその社会の健康

について探求します。 

【看護実践学領域】 

生涯にわたる人間の成長・発達を基盤とし、個人や家族を対象として、その人の「い

のち」、「生活」、「人生」の質の向上を図るための知識と技術を習得します。この

領域は、「育成看護学」、「成熟看護学」、「精神看護学」、「老熟看護学」で構成

しています。 

【統合領域】 

看護を必要とする場にスムーズに適応できるように、これまでに学習した内容の知識

と技術を全て統合します。そして、チーム医療における多職種間の協働のあり方を探

求し、在宅看護学、看護マネジメント、医療安全や危機管理、災害看護等について学

び、看護の専門性を追求します。また、国際的な視野での考え方や研究的態度と姿勢

を身につけていきます。 



  

【助産学領域】  

助産師課程の科目で構成されています。周産期における妊婦・産婦・褥婦および新生

児とその家族を対象とし、助産学特有の診断のプロセスを学び、助産ケアおよび援助

技術を習得します。さらに、個別のケア・診断技術・分娩介助技術を実践します。ま

た、助産に関連した地域における保健・医療・福祉の連携について学びます。 

【地域連携支援看護学領域】 

看護師課程および保健師課程の科目で構成されています。地域で生活する人びととそ

の人が属するコミュニティを対象とし、看護を取り巻く関係諸機関とその機関への働

きかけ、連携のあり方、地域で生活する人びとや組織の行動特性、生涯にわたる健康

支援のあり方を探求します。地域看護・地域連携を知り、資源の創生について学びま

す。 

【養護領域】 

教職課程に含まれる科目（人間健康学部共通科目、養護に関する科目および教職に関

する科目）として、学校教育および児童生徒の心身の健康問題や健康保持に関わる養

護教諭の役割について学びます。 

３．学習成果の評価方法 

学習成果は、各科目の到達目標の達成度および 4 年間の学習目標である大学・学科の

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示す能力がどの程度身につい

たかを評価します。各科目については「成績評価のガイドライン」に基づき、シラバ

スに明記した基準方法により厳格に評価します。卒業認定・学位授与の方針（ディプ

ロマポリシー）に示す能力については、各科目の評価のほか、ルーブリック、アンケ

ート、経験値アセスメント、ポートフォリオ等を組み合わせて評価します。評価の結

果は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の適正化、教育過程およ

び各科目の内容・方法の改善に生かします。 

 

食物栄養学科 
１．教育課程編成の考え方 

本学科では、経験値教育に基づき実践的に活躍できる管理栄養士の養成のため「総合

科目」、「専門基礎科目」、「専門科目」を食物、栄養、健康に関する専門知識・技

能を体系的に理解できるように配置します。「専門基礎科目」および「専門科目」で

は実験、実習および演習科目を配置して、自らの学習経験を通して専門知識に対する

理解を深めます。キャリア支援教育として臨床栄養、栄養教育、スポーツ栄養、食品

開発、地域栄養の各専門分野に関する少人数の実務教育を行うことで、より専門的な

実践力を養います。 

２．学習の内容・方法・過程 

本学科は、1年次に「総合科目」の食物栄養基礎演習と基礎化学を通して管理栄養士

の業務や役割、調理・給食・栄養指導に必要な計算・計量の基礎、食物・栄養の理解

に必要な生物学や化学の基礎を修得します。1・2年次では「専門基礎科目」の講義と

基礎的技術を修得する実習・実験・演習により、多様な地域社会のニーズや変化に対

応できる確実な知識の定着と技術の修得を促します。2・3年次では「専門科目」の講

義・実習・演習を履修し、専門的な理論や実践を系統的・体系的に修得します。3・4

年次では、「総合科目」において、臨地実習・学外実習を履修し、実際に現場の仕事

を経験していく中で専門職としての視点と実践的な能力を養い、実社会での多様な課

題解決能力を身につけます。4年次では、各ゼミに配属され、食物栄養学研究（卒業

研究）を通して、実践的な卒論テーマの課題に取り組む中で科学的・論理的な思考力

を養います。 

このような科目を通して、生涯にわたり自らの専門性を向上させるための学習能力を

身につけ、関係分野の他職種と協働してさまざまな課題を解決することができるよ

う、授業では発表や討論する場を設けることでコミュニケーション力やリーダーシッ

プ力を高めていきます。 

３．学習成果の評価方法 



  

学習成果は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に定めた項目と授

業科目ごとに設定された到達目標に対して学生の到達度がどの程度であったかを示

すものです。 

授業科目ごとの目標到達度は、修得単位数と GPAで評価します。あわせて授業アンケ

ートや学科アンケートを実施し、授業の内容・方法の改善や到達目標の適正化に活か

しディプロマ・ポリシーの達成度は学生の成長実感・満足度にて評価します。さらに

学外臨地実習の担当者へ評価およびアンケート等を実施することで客観的な到達度

を検証します。 

授業科目の到達目標および評価方法はシラバスに明示します。評価に関しては、別途

「成績評価のガイドライン」を定めています。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 

（概要） 

総合健康学科 
総合健康学科では、卒業認定･学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編成・

実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき、全ての人の生涯にわたるこころと身体

の健康保持・増進につながる教育、啓発活動を実践できる女性を養成するために、次に掲

げる知識･技能や能力、目的意識･意欲を備えた人を求めています。 

１． 高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

２． 高等学校において、課外、地域、ボランティア等のさまざまな活動に取り組んだ経験

があり、大学生活において文化的、社会的、知的活動に貢献できる意欲、リーダーシ

ップ、創造性、自立心、自律力がある。 

３． 子どもの心身の発育・発達を含む、人々の健康創造への貢献を志している。 

４． 養護コースにおいては、養護教諭をめざし、現代のさまざまな健康課題を理解すると

ともに、児童生徒等のこころと身体の健康を守り育てることに熱意と意欲を持ってい

る。 

５． 健康スポーツコースにおいては、児童生徒及び社会における世代を超えた人たちに身

体活動維持・増進、競技スポーツ向上・支援に寄与するため、活動的で、探求心があ

り、多様な興味を持ち合わせている。また基礎的な身体能力や知識･運動に親しむ資質

や能力を身につけていることを示すため、保健体育の調査書の学習成績の状況が 3.5

以上であることを望む。 

６． 両コースとも高等学校において、「生物基礎」、「化学基礎」及び「科学と人間生活」

のいずれかを履修し、科学的分野への興味及び理解力を身につけている。 

 

人間看護学科 

人間看護学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編

成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき、人が人を大切にし、人が健やかに

人間らしく、ともに生きることができるヒューマンケアの実現に貢献する看護専門職の育

成をめざしています。そのため本学科では、次にあげる知識・技能や能力・目的意識・意

欲を備えた学生を求めています。 

１． 高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

２． 高等学校までの履修内容のうち、「国語総合」及び「コミュニケーション英語Ⅰ」を

通じて、聞く・話す・読む・書くといったコミュニケーションの基礎的能力を身につ

けている。 

３． 高等学校までの履修内容のうち、「数学Ⅰ」並びに「生物基礎」又は「化学基礎」を

通じて、基本的な計算能力及び科学的思考力の基礎を身につけている。 

４． さまざまな人々と向き合い、看護職としての専門的実践力を身につけ、関係者と連携

することに関心があり、課題の達成に向けて努力することができる。 

５． 看護の専門領域を学ぶことに楽しみを見出しながら意欲的に取り組み、人間的成長を

めざすことができるとともに、人とのコミュニケーションに喜びを見出すことができ



  

る。 

６． 自らの健康状態や生活習慣に気を配り、生活することができている。 

 

食物栄養学科 

食物栄養学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程

編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める人材を育成するために、次に掲

げた資質や志向を有する人を求めています。 

１．高等学校の教育課程を幅広く修得し、知識や技能を身につけている。 

２．高等学校において、自然科学の基礎知識（「化学基礎」又は「生物基礎」）を修得

したうえで、物事を論理的に捉える思考力や判断力を身につけている。 

３．コミュニケーション能力を身につけ、主体性を持って他者を支援したいという姿

勢を持つ。 

４．身近な社会の問題について、知識や情報をもとに、その解決に積極的に取り組み、

管理栄養士として人間の食を大切にし、食を通じて社会に貢献したいという意欲

を持つ。 

 

学部等名 人間教育学部（児童教育学科） 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 

（概要） 

総合的な人間理解のもと、人間形成の基盤となる教育を総合的かつ実践的に追求し、人び

との生活の質を高め、豊かな社会の形成に貢献できる女性の育成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 

（概要） 

児童教育学科 
児童教育学科の教育理念及び人材育成上の目的は、保育・教育の専門的知識及び技能を身

につけ、現代社会が抱える多様な子どもの問題に対処できる人材を育成することです。 

この理念・目的に照らし、以下の能力を修得した学生に卒業を認定するとともに学位「学

士（教育学）」を授与します。 

１．幅広い教養的知識（生命、健康、自然、文化、社会、国際社会など）を身につけ、保

育・教育、教職に関する質の高い専門的知識・技能を有し、それらを関連づけること

ができる。 

２．保育者・教育者としての専門的知識と技能をもとに子どもの成長・発達を理解すると

ともに、自らの経験を活かしながら指導・実践することができる。 

３．保育・教育現場で生じる課題や地域社会の関連課題を見出して共有し、他者と意見を

交わし、積極的な議論・討論を通じて総合的に問題解決方法を探求することができる。 

４．現代社会の教育課題を多面的・多角的に理解し、多様性と向き合い、教育の進歩に柔

軟に対応することができる。 

５．他者と協力・協働し、主体的に行動することで、常に自己を向上させながら社会に貢

献し、保育者・教育者としても自立して生きようとすることができる。 

６．自己の課題と真摯に向き合い、粘り強く熱意を持って解決する姿勢をもとに、保育者・

教育者として、慈愛と高い倫理観・使命感・責任感を持って行動することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 



  

（概要） 

児童教育学科 
１．教育課程編成の考え方 

本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示す能力を養成

するため、以下の方針で教育課程を編成・実施します。 

「幼保教育コース」「児童教育コース」「小中英語コース」の３コースを設け、各コ

ースの専門科目は、基礎・基本から応用・発展へと進む学びの連続性に基づき、体系

的に配置しています。専門科目は、「総合科目」「児童支援学群」「児童育成学群」

「児童実践学群」の４分野からなります。「総合科目」では、保育・教育者に必要な

専門的知識と基本姿勢を学習し、「児童支援学群」では、子どもの成長・発達、保育・

教育とそれらを取り巻く社会とのかかわりを学習します。「児童育成学群」では、保

育・教育の具体的内容と方法及び技能を修得し、「児童実践学群」では、現場の諸課

題への対応力と総合的な考察力を鍛えます。 

２．学習の内容・方法・過程 

１年次から４年次まで段階を追って、無理なく高度で幅広い専門的知識や技能を習得

できるよう学習を進めます。 

１年次には、子どもと関わる基礎になる「子どもの安全」「経験値実習Ⅰ（観察実習）」

を必修科目として全員が学びます。２年次以降は、コース別に「総合科目」「児童支

援学群」「児童育成学群」「児童実践学群」の４分野を学習し、保育士、幼稚園教諭、

小学校教諭、中学校（英語）教諭にふさわしい高い専門性を養います。３、４年次の

「児童教育研究」「卒業研究」では、主体的に専門的な課題を探求し、課題解決力や

論理的思考力を高めます。さらに、学習内容を「強み」として伸ばすために、「リト

ミック」「子どもとＩＣＴ教育」「異文化コミュニケーション研修」などの特色ある

科目も学習することができます。 

各コースの主要な科目は、コース必修科目として学習します。「幼保教育コース」で

は、「幼児体育」「器楽」などで身体を活用した表現活動について学び、「児童教育

コース」では、「国語科指導法」「算数科指導法」などの教科指導法で小学校授業の

実践力を身につけます。「小中英語コース」では、「Integrated English Course」

「実用英語」などを通じて英語コミュニケーション力を高めるための学習をします。 

授業は、子どもの発達段階に関する身体と心の理論を学ぶ講義・演習や、保育・教育

現場での実習を通して、専門的知識・技能を実践的に身につけます。学習内容に応じ

て、グループ・ワークやプロジェクト活動などのアクティブ・ラーニングを行います。

１年次から４年次の異学年の協働学習も取り入れます。また、eラーニング型学習支

援システムで一人ひとりの授業外学習を支援し、主体的学習を促します。 

３．学習成果の評価方法 

学習成果は、各科目の到達目標の達成度及び４年間の学習目標である大学・学科の卒

業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示す能力がどの程度身についた

かを評価します。 

各科目については、「成績評価のガイドライン」に基づき、シラバスに明記した基準・

方法により厳格に評価します。卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

に示す能力については、各科目の評価のほか、「内容知」「方法知」「実行知」の観

点で整理したルーブリック、経験値アセスメント、ポートフォリオ、アンケート等を

組み合わせて評価します｡ 

評価の結果は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の適正化、教育

課程及び各科目の内容・方法の改善に生かします。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 



  

（概要） 

児童教育学科 

児童教育学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程

編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める人材を育成するため、次に掲げ

る知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性・多様性・協働性を備えた人を求めて

います。 

１．高等学校の教育課程を幅広く履修し、大学での学修を主体的に進めていける基礎

学力がある。 

２．子どもに強い関心があり、深めていく知識・技能や経験を子どもの成長と発達に

関わる仕事を通して社会に活かそうとする意欲がある。 

３．高等学校での履修内容のうち、「国語総合」（現代文）、「コミュニケーション英

語Ⅰ」の学修を通して、国語と英語の基礎知識及び論理的な思考・判断や異文化

交流に活かせるコミュニケーションの基礎力がある。 

４．高等学校での履修内容のうち、「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「工芸Ⅰ」「書道Ⅰ」「家庭

基礎」「体育」の学修や課外活動等を通して、表現力や創造力を身につけている。 

５．社会のさまざまな問題について、情報や知識をもとに総合的に考え、問題解決に

向けていろいろな人と協力して主体的に行動しようとする態度を身につけてい

る。 

 

学部等名 経営学部（ビジネス学科） 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 

（概要） 

経営・会計・経済に関する基礎的・基盤的な 素養と専門的知識の修得を通じて、専門職業

人として社会で活躍し、貢献できる女性の育成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 

（概要） 

ビジネス学科 
経営学部ビジネス学科では、卒業要件を満たし、以下の能力を修得した学生に卒業を認定

するとともに学位「学士（経営学）」を授与します。 

１．多様化・グローバル化した経済社会において、それを主体的に調査し、情報を収集す

ることができる。 

２．クリティカル思考力を身につけ、複雑化するビジネスの現場や地域社会の課題につい

て、専門的な知識にもとづいて考察し、解決策を探求・企画し、計画的に遂行するこ

とができる。 

３．人的ネットワークの大切さを理解し、コミュニケーション力（外国語によるものを含

む）、ディスカッション力、傾聴・受信する力を活用し物事に対処することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 



  

（概要） 

ビジネス学科 
１．教育課程編成の考え方 

大学共通科目、経営学部基礎科目、ビジネス学科専門教育科目の三つの科目群からな

る体系的な教育課程を編成します。 

大学共通科目には、広い視野と多様な視点を身につけ、論理的に思考・表現する力を

養うため、多彩な科目を配置します。経営学部基礎科目には、専門教育の基盤になる

科目を配置します。専門教育科目は、ビジネス学科の専門的な知識・技能とそれらを

活用・応用する力を身につける科目を組織的に配置します。 

より具体的には、本学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するために、

以下の方針に従って教育課程を編成します。 

（1）大学共通科目、会計、経営、経済、情報、心理、法律の各分野の科目の学習を通

して、幅広い知識及び社会で必要とされる技能を着実に修得するとともに、自らのキ

ャリア形成の方向付けができるよう、より専門的な深い知識を修得できるような基礎

学力を養います。 

（2）経営分野の素養を備えた専門職業人として求められる知識・技能が修得できる

ように、調査・情報収集力、課題設定力、ICT活用力を修得できる科目を、「経営学

部基礎科目」を中心に体系的に配置します。 

（3）経営分野の素養を備えた専門職業人として求められる思考力・判断力・表現力

等が修得できるように、演習科目などを中心にプレゼンテーション力、企画・計画力、

クリティカルな思考力を身につけられる科目を体系的に配置します。 

（4）経営分野の素養を備えた専門職業人として求められるコミュニケ―ション力（外

国語によるものを含む）、ディスカッション力、傾聴・受信力を身につけた「社会人」

を育成するために、1年次から体系的・系統的に配置します。 

２．学習の内容・方法・過程 

本学科は、1 年次、2 年次に大学共通科目および学部基礎科目を中心に学び、幅広い

教養と総合的な判断力を培い、専門科目を学ぶ上での基礎学力を修得します。また、

2 年次、3 年次には専門発展科目を中心に学び、より高度な専門的知識と技能を修得

します。そして 3 年次、4年次には専門応用科目を中心に学び、実践的な知識体系に

集約された高度な専門的知識や技能を学習します。 

特に、経営分野の素養を備えた専門職業人として求められる専門知識や課題発見力・

課題解決力・コミュニケーション力・ディスカッション力およびプレゼンテーション

力等に関しては、個別の専門科目ばかりではなく、各学年に少人数の演習科目（必修）

を配して修得するようになっています。演習科目は、1 年次の基礎演習は１クラス 10

人から 20人程度、2年次の専門演習は１クラス 10人から 20人程度、3年次の研究演

習は１クラス 10人程度、そして 4年次の卒論演習は１クラス 10人程度で少人数の編

成となっています。また演習科目では、学生カルテ（ポートフォリオの一種）を通じ

て、演習担当教員と学生の密接なコミュニケーションの下で、獲得すべき能力がどの

程度ついてきたかを確認しつつ、必要な能力を高めるよう学習を進めることが出来る

ようになっています。 

３．学習成果の評価方法 

学習成果は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示した能力がど

の程度身についたか、各授業科目の到達目標の達成度はどのようであったかを評価し

ます。 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示した能力については、ルー

ブリック、ポートフォリオ（学生カルテ）、経験値アセスメント、卒業生の就職先へ

のヒアリングやアンケート等を実施し、教育課程の適切性を検証します。 

各授業科目の到達目標達成度については、「成績評価のガイドライン」に基づき、シ

ラバスに明記した基準・方法により厳格に評価します。あわせて授業アンケートを実

施し、授業の内容・方法の改善や到達目標の訂正に生かします。 

 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/university/policy.html） 

（概要） 

ビジネス学科 
経営学部ビジネス学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教

育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める人材を育成するために、次

に掲げた人間像に示される資質を有する人を求めています。 

・求める人間像１（関心・意欲・態度） 

１．本学の建学の精神及び基本理念を理解し、主体性を持って多様な人間と協働し、学び

続ける意欲がある。 

・求める人間像２ （知識・技能） 

２．高等学校の教育内容を幅広く学習している。 

３．経営学、会計学及び経済学を学ぶために必要な基礎的な学力を有し、知識の応用力・

論理的思考力などを身につけている。 

・求める人間像 ３ （思考力・判断力・表現力） 

４．基礎学力を応用する力やものごとを論理的に思考する力を有している。 

５．自分の考えを伝えるための表現力・コミュニケーション力を有している。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
 

公表方法：本学ホームページ 
https://www.sonoda-u.ac.jp/university/d05om50000000dy5-att/a1655270262247.pdf 
 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

人間健康学部 － 22人 14人 7人 6人 9人 58人 

人間教育学部 － 7人 7人 0人 4人 0人 18人 

経営学部 － 6人 3人 0人 4人 0人 13人 

近松研究所 － 0人 0人 1人 0人 0人 1人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 114人 114人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

本学ホームページ https://seed.sonoda-u.ac.jp/sndhp/KgApp 
c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

・全学の教職員が一同に参加する全学ＦＤ研修会を年に１度開催している。 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間健康学部 255人 214人 83.9％ 1026人 953人 92.9％ 3人 0人 

人間教育学部 95人 40人 42.1％ 384人 208人 54.2％ 2人 4人 

経営学部 120人 14人 11.7％ 240人 36人 15.0％ 0人 0人 

合計 470人 268人 57.0％ 1650人 1197人 72.5％ 5人 4人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間健康学部 
254人 

（100％） 

2人 

（  0.8％） 

229人 

（  90.2％） 

23人 

（  9.1％） 

人間教育学部 
46人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

44人 

（  95.7％） 

2人 

（  4.3％） 

経営学部 
0人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

合計 
300人 

（100％） 

2人 

（  0.7％） 

273人 

（  91.0％） 

25人 

（  8.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 



  

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人間健康学部 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人間教育学部 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

経営学部 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）ＷＥＢシラバスにより、ホームページ上で授業科目、授業の方法及び内容並びに年間

の授業の計画を公開している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）あらかじめ学生に示された授業計画（シラバス）により、各授業科目の成績評価の方

法、成績評価の基準に従って、学修成果の評価が行われている。この学修成果の評価に基づき、

単位の授与が行われている。成績評価の方法は、授業科目により、学修意欲の把握、試験やレ

ポート、卒業論文などの適切な方法が設定されている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間健康学部 

総合健康学科 124単位 有・無 48単位 

人間看護学科 126単位 有・無 48単位 

食物栄養学科 124単位 有・無 50単位 

人間教育学部 児童教育学科 124単位 有・無 50単位 

経営学部 ビジネス学科 124単位 有・無 48単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法： 

https://www.sonoda-u.ac.jp/t_students/d05om50000000hzb-
att/gpa.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
 

公表方法：本学ホームページ https://www.sonoda-u.ac.jp/campuslife/guide.html 
 
 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間健康学部 

総合健康学科 760,000円 300,000円 300,000円  

人間看護学科 1,020,000円 300,000円 560,000円  

食物栄養学科 760,000円 300,000円 380,000円  

人間教育学部 児童教育学科 760,000円 300,000円 340,000円  

経営学部 ビジネス学科 760,000円 300,000円 200,000円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）学生からの質問や相談を受ける教員のオフィスアワーの時間を設定している。各学

期開始時期に、教務課員が成績不振者に対する学習支援指導を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）キャリア支援課スタッフによる就職活動に関する相談はもちろん、将来のキャリア

プランや進学についての相談を行っている。さらにキャリアカウンセラーも常駐し、事前予

約をすることで相談・履歴書添削・面接練習ができる体制を整えている。3年次には進路ガ

イダンスを必修で実施するとともに全員と１人 40分の個人面談を行い、個々に異なる進路に

ついてきめ細やかな支援を徹底している。また、年間を通してその時期に必要となる各種テ

ーマの就職講座を実施しスキルアップできるよう指導しており、e ラーニングでも復習でき

るようにしている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）学生支援基本方針の 5つの支援のうちの「生活・健康支援」で目指しているとお

り、学生自らが豊かな学生生活を送るための環境を保障し、学生自身が必要とする学生生

活・健康支援を学生の視点にたって、組織的に行っている。具体的には、看護師が「保健指

導室」に常駐し、心身の健康に関する相談に応じる他、学内でのケガや急病、体調不良の応

急処置に、学生課と連携の上、迅速に対応している。また、学校保健法に基づき定期健康診

断を毎年春に実施している。身体測定、内科検診、尿検査、胸部レントゲン検査の他、必要

に応じて心電図検査も行っている。また、落ち着いた静かな空間に整えられた「学生相談

室」では、不安や悩み事、メンタルヘルス維持のため、専門カウンセラーが相談に応じてい

る。プライバシーを厳守し、学生はもちろん保護者も利用可能で、対面による相談が苦手な

場合は、電話や手紙の受付も行っている。その他、障がいのある学生への修学支援につい

ては、学生課が学部・学科、関係部署が緊密に連携し、ガイドラインに基づき、合理

的配慮の観点から、入学前から卒業（就職）まで、総合的に支援を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
 

公表方法：本学ホームページ https://seed.sonoda-u.ac.jp/sndhp/KgApp 
 

 

  



  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 園田学園女子大学 

設置者名 学校法人園田学園 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
167 人 157 人 170 人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 107 人 96人  

第Ⅱ区分 33人 40人  

第Ⅲ区分 27人 21人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  0人 

合計（年間）   170 人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 0人 

 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 



  

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
0人 人 人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

0人 人 人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
0人 人 人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
14人 人 人 

計 14人 人 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 0人 前半期 人 後半期 人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 - 

３月以上の停学 0人 

年間計 - 



  

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 0人 

訓告 0人 

年間計 0人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

0人 人 人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 29人 人 人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
0人 人 人 

計 29人 人 人 



  

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 


